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はじめに

戦後教育の混沌とした中で「創造的な人間形成」がさけばれ，ダンスによる教育もその一役

を担ってきた。その中で，常に思考の基盤にあることは「からだの動き」を媒介とする創造教

育であるという見識であるが，同時に「表現する」という目的ぬきにダンスを語ることもでき

ない。また，表現運動が主としてかかわるのは美的・芸術的情操であるが，路傍の小さなすみ

れを愛おしく思ったり，四季の移りに心がうごかされたりという，さまざまな美的経験の中か

ら生まれ育つ情操を高めることが，教育的見地からは求められているのである。

試行の過程では，授業という限られた時間を動きの練磨に傾注した時期もあり，一方｀｀つく

る”という活動のみが主として浮きぼりにされた時期もあったように思われる。確かに "Da-

nee Technigue " " Creative Activity " " Evaluation’'という大きなねらいを限られた時

間の中で達成することは容易なことではない。しかし， 「何を」 「どんな動きで」 「どんなふ

うに」表現するのか，このことが一体となって考慮されなければダンスの本質を滴たすことに

はならないのである。

本学学生の場合，授業でみられる限りでは動きの工夫や作舞法について年々向上しているよ

うである。むしろ，環境の変化や情報文化の洗礼をうけて， リズム中心のダンシングヘの興味

は著しく，踊る行為そのものへ抵抗を示す学生は非常に少なくなっている。しかしこの反面，

舞踊発想の基となる心象的なもの，つまり「何を伝えたいのか」という心の意識は稀薄で，踊

りそのものに自己陶酔はできても表出しようとするものへの自覚や陶酔感がなく，感覚的感情

やイメージの広がり，またテーマを適確に表わす語彙の不足も含めて，思考過程が貧しいとい

う傾向を痛感させられる。

無論，指導者の資質も問うべきこととは思うが，前述の，美しいものを美しいものとして感

じとれるような情操や豊かな感性は，成長する過程の中で強く育くまれていくものではなかろ

うか。そして，この豊かな感性やイメージの広がりが舞踊発想に不可欠の要因であることはい

うまでもないことである。

そこで本研究は，本学学生の舞踊発想に至るまでを追跡調査し，種々の点との関連を追求す

ることでその実態を把握したいと考えた。なお本稿は，舞踊発想の基となる「イメージ」につ

いてをあらためて明確なものとし，更に第一回資料として学生の幼児体験調査を実施の上，情

緒性の下地や自己主張の度合等の傾向を抽出，報告することで第一報とする。
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I． イメージと想像カ・創造力

1. イメージ

幼稚園児であった頃の記憶であろうか，さかんにお店やさんごっこという遊びをした思い出

がある。同年代の子どもを相手に，軒下にゴザを敷き枯葉や石ころを並べて野菜や果物にみた

て，おしゃまにも母親の口調を真似て「00を下さいな」 「いくらですか」 「10円です」云々

とやりとりをするのである。お金は母の裁縫箱からもちだしたいくつかのボタンだったような

気がする。そしてその遊びも日々の経過と共に漠然としたお店やさんがいつしか八百屋や魚屋

等の明確な違いをもちはじめ，ボタンのお金が紙をちぎって紙幣のようになり，売り手や買い

手，更にはお金をつくる人（銀行のことだったように思う）まで分業をしていった。

今，身近な子どもたちをみていると職種や商品の種類は異なってはいても，当時と同じよう

にお店やさんごっこ（時にはスーパーマーケットであったりしながら）が繰り返されているの

に気づく。そして日をおいてまたみると，明らかに商品の種類が増えたり会話の内容が豊富に

なっていることも共通している。

これと同じようなことが，ままごと遊びや電車ごっこ・探検ごっこ等にもみられるが，中沢

和子1)によると， 「ごっこ遊び」は普通子どもがおとなの社会の生活・行動様式を真似る遊び

の総称として使われ， 3オ前後から起こり始めて集団に加わることによって急速に発展すると

いう。そして「単なるしぐさや単一のなぞり行動ではなく，必ずひとまとまりの構造を時間経

過をもち，人間関係を伴うのが特色である」といっている。確かに台本のない筋書きを次々と

よどみのない台詞で進行し，それが更にどんどん広がりのあるものへ変化していく子どもの世

界をみていると，会話の滑稽さにふきだしながらも，よくみている•よくしっていると驚嘆さ

せられる。中沢は， 「ごっこは社会生活の引き写しであるから，子どもが社会を観察してイメ

ージを蓄え，自分の行動として表出できる程度に確実なファイルをもっていなければ起こらな

いことである」ともいっている。このことから，お店やさんごっこが次第に分業を起こしたり

することは，社会生活の中の欠落部分に気づいた子どもが，現実社会の観察を深めることによ

ってイメージを正確にしこれを表出するという，イメージ操作の一つの表われとみてよいのだ

ろうと思う。

イメージとは「思い浮かべようとしてあらためて心の中につくるものではなく，過去の体験

の中でその実物についてつくられている心像（記憶像）」である。イメージと同意語のように

してつかう「想像」は，広辞苑によると「現実の知覚に与えられていない物事の心像（イメー

ジ）を心に浮かべること。過去の経験を再生する場合と，過去の経験を組み合わせて新しい心

像をつくる場合とがある」ということであるが，このことは，イメージをうごかす，つまりイ

メージ操作という時間経過をもつものとして， 「イメージ」そのものとあらためて区別して理

解したい。従って，体験が多いほど，また観察が鋭いほど豊富に克明に心の中にファイルされ

て，これがイメージ誕生のベースとなるものと考える。

生活と密着する中で，視覚・聴覚・触覚等を通してさまざまに体験したことが，再現され，

心の中で操作され，変容し更には社会性をもった遊び等の中で交流することで，確実にイメー
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ジ・想像の世界が育っていくのであろう。そして，変化する子どもの行動や会話をみききする

と，外界の変化については全く受身で自己の身体状況についてのみ自己主張する誕生まもない

赤ん坊の頃から，明らかにイメージの蓄積があり，イメージ操作を繰り返すなかで学習し人間

として成長していることの結果であろうと確信する。

2. 想像力

竹内敏晴は「ことばが跨かれるとき」 2)の中で，ウソは想像力，すなわち創造力の現われだ。

子どもは実に真剣に実に楽しそうにウソをしゃべっているときがある。もちろん道義的に許し

てはならぬウソもあるが，それは社会的訓練としてけじめを教えねばならぬことで，ウソその

ものを抑えたら子どもは萎縮してしまうと述べている。そして，この「ウソ」を話し，演じる

こと，これが普通に演技と呼ばれる行為である。演技はウソがなければ成りたたない。という

より，演技は想像力としてのウソそのものの発現である，という。

もちろん「ウソ」が生まれるときには，それ以前に必ず経（体）験した事実があり，イメー

ジされたものが合成されたり他の事実と組みかえられたりして表出されるのであろう。説得力

のある「ウソ」ほど，すじみちがしっかりとしているものである。この巧みにイメージ操作す

る力こそ，想像力であるということではなかろうか。

広辞苑で確認すると， 「想像する心的能力あるいは哲学上（カント）では感性と悟性とを関

係づける能力を意味する」とある。つまり，視覚的感情（形や色彩），聴覚的感情（音響）等

感覚に伴って生ずる感情などを含めて，外界の刺激をうけとめる感受性とそれに基いて論理的

に思考する力があいまって想像力を生むものと理解したい。

中沢の言をかりれば， 「想像力とは，必要に応じてイメージを取りだし，必要に応じてこ

れを順序どおり配列していく力」である。従って，どんなにたくさんのイメージがあってもそ

の断片を無秩序に出没させるだけでは想像力とはいえないのである。イメージに秩序を与える

のは体験であり，操作の力（想像力）は，その事実・イメージ・表出の 3点の間で繰り返され

ることによって養われるものと考える。

また，事実をどう受けとめるか，イメージをどう蓄えるかは，研ぎすまされた神経やこまか

な感情•もののあわれをよく知るというような感受性の役割によるところが大であろうと思わ

れる。更に「自分自身のもつ『感じ一ー感覚・感情―-』を検討し，間違っていないか，錯覚

ではないかと研究してみる。自分の『感じ』に頼りきってしまうことなく解放的な態度を涵養

し，人の話を聴こうとする謙虚な努力をする」 3)ことが，思考の柔軟性を増し想像力を育くむ

ことになるのではないだろうか。想像力を育てようとするならば，おとなのイメージと噛みあ

わない部分であっても，まずその子どもの豊かな想像力をまず認めることが大事であることは

いうまでもない。

3. 創造力

霜田静志4)は創造力の特質として

1) 感受性

2) 柔軟性（融通性，流動性を含む柔軟な心のはたらき）
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3) 分析と総合（再決定及び再構成，さらに心像を分析・抽象することによって明らかにし

新しい体系をつくる力）

4) 構成力（独創的かつ組織に一貫性をもたせる表現能力）

の4つの力をあげ，創造性を発揮するための基礎能力として重要だといっている。そして，創

造的表現の心理過程は未整理だとしながらも， 「意識的であるよりは無意識的心理過程である

とみられる。創造的な心理の動き出す原動力は感受性にもとづき，それの自由な動き・柔軟性

にあることは疑いない。加えて，これに対し分析したり総合したりする意識的活動が行われる。

その間にようやく，これだという確定的な方向を見出し，構成力をはたらかせて素晴らしい創

造的表現を完成する」と心理過程を考察している。また，恩田彰5)は，日常的なものに『口り題」

を感ずるところに創造への第一歩があると，創造的才能についてトランスの定義を引用し，『月

題・欠陥・知識のギャンプ・不足な点・不調和などに敏感になり，困難点をみつけ解決をさが

し，推測したり欠陥に関する仮説を作り，その仮説をテストし，再テストし，おそらく修正し

て再テストし，最後にその結果を伝える」ことだと述べている。確かに著明な発明•発見家か

ら街の発明家まで，その多くは日常生活の中で自分も含めて周囲の人々が欲しているものに対

する感覚が鋭敏な人であったときいている。しかしこの反面，通常は共通の通念（誰もがもっ

ているイメージ）により生活が営まれている社会で，一般通念以上の感覚（イメージ）をもち

続ける人は少なく，この場合は一般通念を外れた部分だけが注目されて変わり者というレッテ

ルがはられることが多い。たまたまその表出が一般通念からみて価値があると認められたとき

だけ創造性が認められているのではないだろうか。発明•発見家や画家・音楽家・舞踊家たち

の中には，その創造的な仕事がその時代に受け入れられず，死後数十年を経過してようやく認

められたという例は枚挙にいとまがない。

創造力の特質を考えるとき，みずみずしい感受性を見逃すことはできないが，この感受性の

裏付けは蓄えたイメージの豊かさによって支えられている。

舞踊家が，あたため続けたイメージに自分の内面のすべて，あたかも自らの生き方そのもの

を映し出すかのように実物を超えた深く広い独自のイメージをつくり，絶えず練られた肉体と

テクニソクを駆使して踊る時，そこには自ずから感動が生まれる。美しいものに対し，またそ

こに起こっている問題に対し，敏感にそれを感じとる力，それが何より大切なのではなかろう

か。霜田は， 「何をみても，いっこうに感ずるということもなく，疑問もおこさない人では，

創造というような能動的なはたらきに進むことはできない」と述べている。

I[. 学生の幼児体験調査

1．対象

2.方法

3. 調査期日

4. 調査内容

東京女子体育大学昭和56年度2年生， 186名

質問紙法による調査

昭和56年10月22日， 26日

次頁（調査用紙参照）の通りであるが， Iは本人の履歴を中心に， IIは家庭

環境を中心に， IIIは成長の過程での体験として， 2～10は情緒性の下地， 11

~15は自己主張の度合， Nの 1~2は芸術環境， 3～7は初歩的芸術体験，



58 田川

ダンス
衷和目＜痢克及籾E輝贔輝＞

典子・林 真幾子

こ札（i ダンスに必要な絡想•力と考九ゐための衰料となり
gす．談きするもの 1::.0又はこと（ズを託入して下さい。

I 1.氏佑( ) %..庄年月日（認 年 月日） 3.約環成（ ） 
4．学歴(c4籾員・幼柑園⑫鑓・紅 Il紐R鑓・虹四狡＠鑓・虹 紐該

料®荻芍・ガ和み） 5. 紅·和（雌・ 4．鵡 u．巽/~.捻こ．鬼材爪．湘＾所泉卜開1 f験
立諷・ i．罪 P.幻 J＼暉：：・歴史か．繹＾羨蒻｝．鵬栢 i．哨糸 i)．細 1．鯰｝レ．辺 紐嬰・・I.虹調 a.P涙｝＼．代荻二．奴詞爪訊八双卜．輝 f.,~序 l}．輝 J. 痘柑 Jし．庫確オ．朗ワ．椋ガ．絋
ヨ．そ叫邑 ）6.クラ1速（平冴校 和肝炉枚 ） 

JI. 1.肉釦鰈（父 母 ） 2．紅 ((j) 炒訊・ A. —双 U. f.心豹），疑型衣R勢研． j-浪
P. 1]灼訳 J，鱗点釦狂． 4-茂 t1アJゞ ート骸‘ハ．紐翌式） 3.順璃虎（げ籾・ i.9主宅抱 ri.暦綽街
八雌闊：：．駅地象爪釈頑＾渚彩紅 t．位把 R勢窮． i.和既 V.節樹／＼叫輝
：：．影囀ホ．次祁呪＾．琺如卜．そ虚 ）4. ;Jヽ さい恥諏 ((j)拉暉． 9月7U．切）”：：：・大人爪．年恥う萩＾．畷虚卜．埓和 1j戻ナ．鰺—人②誌珈効・イ．象叫1 P．配）＼．頌・逍庫：：｛線
瓜浴迅八 JII ト．虹•序地ナ、松他 ③紐廷び、 4.8叫ゃ珈‘)粒l：：む心珈＂ v.臼・や｝ンJ昇主に加プ
噸し． J¥埠 9ゞ ゃ棋印＂れ雌 9如眩：：．ざ心珈` ・ゃ釦争錢とした競ri却爪 Iやlば心足ツ＾．硯 ＿ー）. 5.筵 oL711は（ 4.ぎびしかった P. I四訟とをいく？が「函HV::.J¥．抑邸r紐 ：：：． 1咄 ） 6.紅し力＼唸li
(1.父親 J7．諷 J＼紺親足 こ．姐窪爪． 1咄t_)'I．荷lこし711られた：と11(4以・ I．謀屈 J¥．縣：：：．昴
に関して ホ．箆びに関して 八友克に関してか． 1の他 ）8.如磯ぷ蛾r公mrこずら界に対して11(i．粕噂lと9<
却~ -fl．磁女してかり、てとさ池、、と9¥、・カ9＼北 J¥令〈蒻T:'1た ：：：．fni也 ） 9. 兄•蒻＇ 公と7i1(A.侵征lこ出ていに
D.いつも恥祁た）ヽ ．い7も比較された こ．抒rらIこ爪． hi也 ） 

皿1．欣知紐ぷ狂(1.／i.. U．舟｝＼｝饂こ．貧 J¥.諏.!ff/I・オ遠 t.1虚 ）叶1育てら化．
2小さい項l1tl:（｛．広い乃所 J1．欲鴻祈 ）＼鍔うともい2ない）にいる 211如｛、、セが冷731：：平．
3．小さ V‘戌lt主に（イ．一人 11. Jは ）＼が人荻 :;.. tちうともし‘i_r;い）て＼ヽる 又1鳴 J心とが好、1応T：：・
4.小さいt度に（イ．沼知松かゃ雌ぇ "fl.限取り）＼烹取り：：．紐痕みが．籾籾滋負^ ．g4椛刹卜．樟'-r.t唯‘――-」
閉肱恥親しんだカ識託っている．
5.小さい改から秤疇＇］かわ ‘Jeiilfに節印‘、やI得に親は心とが（A.和9¥，，r:P．和9“‘った）ヽ ．屁辺直！む）a，卜さい叔9ヽら（4.靡‘の残虎0 )1．近員兇ゃ逍敢ル研ん恙卸ふ効所八知オ ニ． t^他 ）にい粒9ヽ．．斑r匂った
'/. I) ヽ3峨9ヽら恥·'ゃ悲切遠情~ (イ．表lこ幻. t1.恥以れまう）＼杖況l:i，てと`’ぢうともい加い）此＂，た．
8. I)競ゃ麟恥梵•しい効釦＂n- (イ． 1<‘却流す u.沢填1渇励）＼房じない）江f<.
9 辟より年千(7174知鐸jは(A.と、‘tんみク )1．忍9ゞ妙 t•あ、?i 、‘t/Jヽ、力ぃ八みない）がrて••ポ．
.10.伶てら峠威匹小船籾りみつけゐと (A.if＜に抱、そ卯収もち1-t~ u. 如妍澪ぶ砂恥ヽ,.？咀l：秘）＼臆切It:影9ヽ，．1~沢l‘る1哨
Z．桐lこも虎じ7iい が、いじ‘少わ ／．ヽ．う吋芭 ）)rらた．
＂着碕 lこついて（イ．蹄内rこいも心滋稀 P．度？てもらった立召肛）＼翫9t加）j応た．
U．みだしなみについて（イ．とても才グャレ P. 9＼荘r;.ぃ Jヽ'i‘'ちらiもいえr;い）1rるI<．
n．洋服肛ふもらゃ加` it(4．既鰯 U．親疇ゥヽ刃邸~r-: ノ＼叩 ：：．界関lじ）のもゆ対喜しかっT次 1叶だrざ永．．
J4. 節疇岱叩（イ．とても虚！こしT:l7．礼姜に加9¥9[：J¥．すぐ杷心0淑 L〈「わ「：： ：：．詠r：：りふ3f：'］がウ四：：：が他が為れがると1ヤ「年）
n.他人^ ；扱ゃふも砂r;.どについて (4．欲区てか1位`3がい JJ.「i-<？tが3ば、サ＜ ／‘.鈴lて屈松f義足した：：．今凌rJぁ裕い）が名「<.

＂ 1．和知朗・衷屁Tがとが（イ．t9さn.特．I,‘/¥．釦珈妬い）
沢叫釦輝l3(J．クか噴 ll.和濯｝＼鳩・舷：：：．｛姐節l爪．籾1̂ ．顆
ル．デ`材`／オ．fo把
2籾四l翡咋訟滋11喝心f(i．し冷 U.いない） し由馳l1声 (4．父
f遣烈11、l月9ヽ(
J. J)ぐ峨/1.r＜杓麟ぶ（ J柑、そ 9．加）＼ tちith加）1砧． f齢（ A. 漑•9ti v9 %）競）‘.翅庫：：：．斎尿
爪．誼）ヽ 脱^ ．卑門者｝．';麺ナ． f成
4./）ゞ峨）tふく昨喝摯が（ 4.和1，，

), 
v. fi)平）＼•四恥1iい） 舟^栄lt

5. l)で峨l1(4恥噸＜み u.~乍国秒／＼細Iこう こ細 IF• 履 （ 
〈ハ料頃1噸粒砂Fみ

I}.？叫也 ）、、とが (A.t9＼キ P.嫌い ）＼どち湿い］Iiい）1らた．
6. J)＼ふ蒻 l＜唱ぃごと•和出 (A LIこ Tl.しな9平） それl1(J．了がリ．噸）＼窃）・繹 ：：・ル1月糸麟圃＾．芦廂
トがりう、茶・g比 t)．噂夕． 1況 ） 
7. 松紐lす（ 和ヽう A．和譴 J7.Im叩鴎)¥_J)骸叩譴項囀瑯1か．紐鞣砂問＾．茄）て砂
8. J)I、iI,、I復）1人前lt枷 Iこ＇）烈くしたり秘：とが( 4．好訊'=・.v．婿，＼ヽ饂 ）＼と｀りら 1•もない ） 
9.釈叩官＜．．切的＜碩l':.臼 1す（ 4.すぐ｝喝枷［;:_ P. 郎9ゞが9砂訊湿ぅ切濤？吟 J\．「i9Viかみ7~和）
lo． アーマ）＼•み 7/Jヽうと (A_.同時に1げ呵9＼がすぐ細t.3r< ！、祢しW)加 ‘.t3と択9‘リ釦昨k J＼かうが1か1•IiかI”‘t｀ふ•、‘tか万1It)
＂．珈 Iこサ (4.I澤濶扉的9屯 1,T-:. Il．揺脈li?）9ヽ..J<t"：： J＼ガ加卜た殿屑紐ffぼ ：：・ {9柁

r.文牙 f.屏踊 リ．与ふブ．茶•第兄

〗．母 J＼躇：：．崇未が．枡窪 A．叙•ガ｝． Lil'.:)

） 
ト．ぷ綿約 1．彫

V. 1.瞬 1fど(11(i．掬刷珈叫＂，「：： u.和知fiiJ5ぃ瑾鯰｝＼ぷ繹犀Iこ）mr、ついてIt(A．紐露r: P. m、.,r3渭知lt噸芦 J‘．公た＜年9ヽ 永：：．主役f叫叩加f:）
蛉州和とりした、、と•い）すれて残知ぅ蒻と（ 4. 和凜坪 V. tr名欲的r年［こ）＼杵r<U協叫麿f3f:：：：、初fゑ改．知クli〈A.9ぇぅ卜た、、とヤや'})がサき¢;r-:. v.＇臥が1"1欠年＇）秀えてやみ）が分 13rどっr:I‘. t-5うともいえ午い） ） 2.3. 



イメージ発想に関する研究 (1) 59 

9~11は思考性，

定した。

Nの 8及びVの 1~3は行為・行動性を探る意図で項目設

IlI. 結果および考察

＜項目 Iについて＞第 1~2図参照

特に顕著なことは，まず一人っ子または長女が圧倒的に多く全体の約78％を占めていること

である。また両親を入れて 4人～ 5人家族が多く，昭和 37~38年に生まれていることから，

ちょうど社会が核家族化しつつある状況で育っていることがわかる。また得意学科として（保

健）体育をあげているものが圧倒的に多いことは本学を志望したことでうなずけるが，小学校
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•中学校と国語・数学（算数）がほぼ近似値，むしろ中学校では数学の方が得意学科として国

語を上まわっていたものが，高校時になって急激に滅少していることがわかる。更に音楽・美

術等の芸術科目も一様に減少している。得意学科という設定であったため単に｀｀好き”または

｀｀できる”といった許容の範囲を含んではいないが，やや幅が狭いのではないかという懸念が

もたれる。体育を除いて主要科目を大きく理数系と文系に分けるとその比は約34.5％対約60%

で得意学科は文系が多い。

＜項目 Ilについて＞第 1表～第9表参照

特に一戸建住居が圧倒的に多く過半数が住宅地という環境である。また，遊びの仲間は同年

令または年上・年下の子ども同志（男女）であったようだ。遊び場は宅地環境からもうなずけ

る通り，路上・公園（遊園地）・校庭等が多い。しかし複数回答であることから一概にはいえ

ないが，家の中で遊んだというのも数値の上では大きい。また，農村地帯に住居があるものが

約20％いることから田畑や草地で遊んだ経験をもつものも多い。遊びの種類で活発なものやボ

ールゲーム等が多いのは，本学学生の特色であろうか。更に，しつけについては，母親を中心

に比較的大らかに礼儀やことば使い・作法などをしつけられたことがわかるが，危険を体験す

る前にあぶないからやめなさいと阻止されることは少なく，痛みや恐さを体験した上でコント

ロールすることを覚えていったことが伺える。

家庭的には恵まれた中で，のびのびと育てられたものが多いのではないだろうか。
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＜項目 mについて＞第10表～第12表参照

成長の過程での直接のかかわりは圧倒的に母親が多く，現在の在り様にはその影響を受けて

いることも少なくないと推察される。また， 2 • 3は前記の遊び場所・仲間と同様の傾向にあ

るが，自然と親しんだ体験が非常に豊富であることが目につく。住まいが住宅地にあるものが

多い反面，これだけ多くの体験をしていることは驚くべきことであったが，周囲に破壊されな

い自然があったのかまたは夏休み等を利用してどこかに出かけての経験であるのか，また頻度

等については定かではない。しかし，人為的な場所より自然の環境の中にいる方が好きだった

というものが多いことから，少なくとも遊び場がないと嘆く今日の都会の風潮よりも恵まれた

環境の中で育っていることは間違いないようである。

情動面は，比較的激しく外向的なことが伺える。また，年下の子どもの面倒などはよくみた

というものと途中であきたというものが近似値であるが，捨てられた仔犬を愛おしく思うもの

が過半数を占めることから，総体的に優しさや潤いが感じられる。自己主張の度合では，自分

が着たい衣服を自分で選ぶという積極性が感じられるが，特別おしゃれということではなかっ

たらしい。そして，既製品の洋服や玩具が豊富になっている年代であるが，特別に既製品に拘

ることなく手づくりのものも素直に喜び，大切にし特に他人のものも欲しがったりもしないと

いう様子が伺える。これらのことから，恵まれた自然の中で非常に子どもらしい体験を積み，

優しく質実な幼年時代をおくったという全体像が感じられる。自己主張の度合は強いとはいえ

ないが，情緒・情操的には豊かなものを学んでいるのではないだろうか。

＜項目 Nについて＞第13表～第14表参照

読書が好きだったというものが約半数いるが，読んでいたものは6)絵本・童話が多く，以後

文学小説・漫画という順になっている。また，よく音楽を聴く機会があったとするものが約30

％いるが，どちらともいえないと曖昧なものの方が上まわっている。聴いた音楽の種類7)はク

ラシック・童謡・歌謡曲の順である。特に，歌をうたったり演奏したりすることが好きという

ものが併わせて過半数を占めていることに比べて，作文・作曲・絵画・工芸のような想像・創

造的内容を好むものが総じて少ないことがわかる。更に文章で書き表わしたり踊ったりという，

今回の課題探策に直接かかわると思われるものに好まない傾向がみられることも記しておきた

い。次に，習い事・稽古事8)についてみると， 6オ前後から小学校修了または中学校迄を目途

に，ほぼ全員が何かを習っていることがわかる。圧倒的に多いのがピアノと習字であるが，こ

のことは筆者たちの育った時代には考えられなかったことである。

これらのことから，初歩的芸術体験として稽古事によるものが特筆されるものの，総体的に

は創造的指向が少ないのではないかとの疑問を残した。また， 9～11の結果から思考の円滑さ

に欠けるものも多いのではないかと思われた。

＜項目 Vについて＞第15表参照

N-8の結果から人前で発表することを積極的に好むものが約38％いるが，これは学芸会等

への出演の傾向とも一致している。同様に，人前で発表するのがいやなものは学芸会への出演

を拒否するというほぼ一致した・傾向を示している。しかし，やや消極的参加も含めて発表とい

う行為を受け入れるものが約70％を占め，学芸会等へも協力的な姿勢をもっていたことがわか

る。また， 2 • 3の結果からはわずかながら自我の強さも伺える。
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これらのことから，行動的な面をもつものが比較的多いのではないかと思われた。

今回の調査で被験者とする学生たちの幼児体験をわずかながら探ってみたが，この学生たち

はちょうど昭和30年代の終わりから40年代前半にかけて幼児期をおくっている。社会はおりし

も高度成長の煽りをうけているが，まだまだ自然にも恵まれて豊富な体験をしていることがわ

かった。比較的外向・行動性に富んでいるのは体育系学生の特徴であろうか。また，多くのも

のが情操面が高揚するであろうと思われる経験をしていることも伺えた。このことに期待する

一方，創造的指向に欠けるのではないかという懸念があることも否めない。

また，紙面の都合でデータの掲載は割愛するが，一人っ子または長女（①)―-内訳は13人

: 131人で長女が圧倒的に多い一ーが全体の78％を占めていたことから，二女以下(@)のも

のと各項目について比較をしてみた。その結果から特に着目できることのみ付記すると，自然

に親しむ機会が多くまた，その環境にいる方が好きと答えるものは€め方が全体煩向をうわま

わっている。また，感情面を外に出す傾向もeが非常に強い。しかし，年下の子どもの面倒を
みるという優しさや持続性ではをめ方がよく，逆に€はあきるというものの方が多くなってい

る。また，衣服についての関心は＠の方が圧倒的に強く，自己主張の一面をのぞかせている。

読書や音楽への関心の傾向も＠の方に多くみられた。更に，発表・出演することへの関心も＠

に強く感じられた。

これらは，全体傾向をもとに一人っ子または長女と二女以下のグループに分け比較したもの

だが，今後の参考資料として検討を加えたいと考えている。

おわりに

本稿は，イメージ発想について追究していくうえで曖昧な知識のもとに進めることができな

いと考え，非常に初歩的なことではあるが，基礎的な部分の再考からとり組んだ。その結果，

「イメージ」 「想像力」等安易に用いたことばの相違なること，深さをあらためて認識させら

れた。また，文献講読するうちに，課題解決のうえで成長過程，特に幼児期の環境やかかわっ

た人・体験内容等を探る必要性を痛感させられ今回の調査に至った。

調査は，ボイント毎に項目を設定し被験者に内在するものの中から全体傾向をみたに留まっ

たが，この資料を個人追跡のデータとしてファイルし， 3年次にロールシャハ・テスト等を実

施することで更に綿密なデータを揃えて検討したいと考えている。また，授業を通してイメー

ジの発想から舞踊発想に至るまでを克明に追跡のうえ，併わせて実情を把握したい。

注 1. 中沢和子「イメージの誕生」 NHKブックス

2. 竹内敏晴「ことばが跨かれるとき」思想の科学社

3. 恩田 彰「創造性の基礎理論」明治図書

4. 恩田 彰編「創造性の計画と実践」明治図書

5. 恩田 彰「創造性の基礎理論」明治図書

6. 絵本・童話55.9%,文学小説29.0鍬漫画 28.5笏，推理小説23.7茄（以下略・複数回答）

7. クラシック音楽40.7笏，童謡33.9%,歌謡曲 25.4%,ボヒ°ュラー音楽 13.6笏

（以下略・複数回答）
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8. ピアノ・楽器68.3笏，習字64.0伶，舞踊15.1笏，絵画 10.8茄（以下略・複数回答）

く引用および参考文献＞

恩田 彰（編） 「創造性の基礎理論」 1968 明治図書

” 「創造性の開発と評価」 1968 明治図書

ti 

中沢和子

竹内敏晴

藤岡喜愛

「創造性の計画と実践」 1968 明治図書

「イメージの誕生」 1980 NHKブックス

「ことばが剪かれるとき」 1979 思想の科学社

「イメージと人間」 1981 N HKブックス

S. K.ランガー 「芸術とは何か」 1967 

M.メルロー・ボンティ 「知覚の現象学 I」

” 「知覚と現象学Il」

岩波書店

1980 みすず書房

1980 みすず書房

松田岩男

R.カイヨワ 「遊びと人間」 1970 岩波書店

J.ピアジェ 「遊びの心理学」 1979 黎日月書房

林真幾子・田川典子・高橋繁美 「舞踊創作に関する一考察～想像から創造への過程～」

東京女子体育大学紀要 9号 1974 
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